
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 月 11 日～17 日の７日間、さっ

ぽろ東急百貨店で「第６回ほっかいどう

海鮮王国フェスティバル」が開催され、

歯舞漁協が歯舞地区マリンビジョンの

取り組みの一環として出展しました。 

販売したのは生干しコマイ、北海しま

えび、真たこ、サンマのみりん干し、メ 

ンメの一夜干し、煮つぶ、その他にもはぼまい昆布しょうゆなどの調味料や

昆布しょうゆを使用したイクラ、明太子など計２８品目です。 

特に、北海しまえび、メンメの一夜干しは正月商材として人気が高く、２

日目で完売となりました。その他の海産物も期間中ですべて完売し、催事が

終わった後も組合に商品の販売先などの問い合わせがあり、札幌にも歯舞フ

ァンが増えているという手応えを感じることができました。 

今後も歯舞ブランドを広く浸透させていくため、ＰＲ販売を続けていきます。 

 

 

 

発行・編集：歯舞地区マリンビジョン協議会事務局 

歯舞地区マリンビジョン協議会事務局では、地域協働の取組みにより作られた『歯舞地

区マリンビジョン計画(平成 19 年 3 月策定)』の行動計画について、個々の推進状況など、

活動の様子について「歯舞地区マリンビジョンニュース」を発行して、地域の皆様方にお

知らせしています。 
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は ぼ ま い 

根室市と市内四漁協で組織、根室産水産物の宣伝活動をしている

「根室おさかな普及委員会」は、10 月 16～17 日、横浜市にある

首都高速道路・高速湾岸線の大黒パーキングエリアで、根室産生鮮

サンマを中心とした根室産水産物のＰＲ販売を実施し、歯舞漁協か

らは２名の担当者が参加しました。 

販売したのは、生鮮サンマを中心に花咲カニ、イクラ、歯舞特産

品のはぼまい昆布しょうゆ類や昆布しょうゆ味のイクラ等です。 

生鮮サンマは箱詰め（２キロ 13 尾入り）を 1,000 円で販売、

持ち込んだ 1,000 尾を完売しました。 

また、試食用にその場で焼いて提供した焼きサンマも好評で、30

分待ちの行列ができたほどでした。行列に並んで試食した人は「本

当においしい」と感激した様子でした。 

サンマだけではなくカニやイクラも予想以上に好評で、根室産水

産物を首都圏のお客さんに直接伝えることができた有意義なＰＲ

となりました。 

 

根室産生鮮サンマを横浜市（首都高湾岸線・大黒ﾊﾟｰｷﾝｸﾞｴﾘｱ）でＰＲ 

「第６回ほっかいどう海鮮王国フェスティバル」に出展 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 月 10 日～12 日、千葉県南房総市で「平成 22 年度 活力ある漁村づくりモデル育成事業」の

中間報告会と地域リーダー育成研修会が開催されました。全国で９地区が採択を受けており、歯舞地

区マリンビジョン協議会からは歯舞漁協の樫見静雄代表監事と三戸正己参事が参加しました。 

中間報告会では、歯舞地区マリンビジョン協議会の取り組み内容について報告し、有識者委員（安

島教授、長野教授、日高准教授）から講評と助言を受けました。 

地域リーダー育成研修会では、保田漁協直営食堂「ばんや」を視察。また、地域活性化やブランド

化、漁業の６次産業化といったテーマの講義や、岩井漁協の廣田組合長による地区紹介や漁協の概要

説明、漁業・漁村の活性化に向けた取り組みと課題についての意見交換会などが行われました。 

各採択地区の報告や研

修会から、活力ある漁村づ

くりに向けて、観光業など

他産業を取り込んで漁業

を中心とした地域活性化

を目指したいと、再認識し

ました。 

活力ある漁村づくり促進事業  中間報告会・地域リーダー育成研修会に参加 

■ 編集･発行・お問い合わせ ■ 
■編集・発行  歯舞地区マリンビジョン協議会事務局 

■お問い合わせ 事務局 担 当：根室市水産経済部水産港湾課水産振興担当 

電 話：0153-23-6111 FAX：0153-24-8692 

根室管内１市４町でつくる「根室地域活性化推進協議会」が 12 月１日～３日、東京都新宿駅西口

イベントコーナーに試験的にアンテナショップを出展し、歯舞漁協も参加しました。 

北方領土問題のパネル展と同時開催したもので、管内の 10 企業・団体が花咲ガニや冷凍タコ、サ

ケ節、飲むヨーグルトなど約 80 商品を販売しました。北海道ブランドの根強い人気に加えて、ロシ 

ア・メドベージェフ大統領の国後島訪問により北方領土問題に対す

る世論の関心が高まっていることも後押しし、３日間で約４万５千

人が来場、計２８５万円を売り上げました。また、「根室＝自然の

宝庫」をアピールするため、流氷の写真パネルをバックにヒグマや

アザラシなどのはく製を展示したところ、足を止め撮影する人で常

に人垣が絶えないほど人気を呼びました。 

今回の販売は、根室「地域力」向上プロジェクトの一環で、水産・

農畜産物をはじめとした根室特産品の販路拡大を目指し、国内最大

消費地である首都圏におけるアンテナショップ開設の可能性を探

る試みです。 

協議会は今回、百貨店のバイヤーらに商品評価を依頼したほか、

約 500 人の来場者に対しアンケート調査も実施しました。この結

果をもとに、販路拡大実施計画を策定し、大消費地でのアンテナシ

ョップの開設や、今後の販売・情報発信方法について検討していく

予定です。 

 

東京都心での物産展も盛況！ ～北方領土パネル展と同時開催～ 


